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　当社はお菓子の総合商社として、北海道から北

東北エリアを中心に、小売業様へお菓子をお届け

する役割を担っています。大手メーカー様から地

場メーカー様の商品まで、幅広い種類のお菓子を

取り扱い、オリジナル商品の開発と販売も行って

います。近年はお菓子の輸出入も行っています。

株式会社サクラバ 本社

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市綴子字田中表11
◆主な事業　菓子卸売
◆従業員数　49人（全社84人）
◆電話番号　0186‐62‐3120

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

伊藤 さやかさん（22）

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.20

　400社を超えるメーカー様から商品を仕入れ、

スーパーマーケット、ディスカウントショップ、

ドラッグストアなどの小売業様とのお取引をさせ

ていただいております。自社ブランドの「北国さ

くら本舗」の商品も、好評発売中です。

若手社員
の声

若手社員
の声

北国さくら本舗
の商品

　私は事務員として、主に

受注の確認や営業のサポー

トなどを行っています。お

得意先様や営業とのコミュ

ニケーションを大切に、正

確な作業を心がけています。

皆さんから信頼される事務

員を目指したいです。

出荷作業の様子

ショーン

コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.２９ＮＯ.２９

　第12回北秋田市産業祭が開催された鷹巣体

育館に足を運んできました。産業祭では、今年

４月にテレビで放送された「ワタシが日本に住

む理由」のスタジオ収録の際にお会いした俳優

の高橋克典さんと一緒に、津谷市長とのトーク

ショーに参加しました。たくさんの方々に集

まってもらい心から感謝申し上げます。日常生

活ではなかなか市民の皆さんと会えませんので、

とても嬉しかったです。

　と言いながら、皆さんにとっては、私より高

橋さんのトークが一番の目的だったでしょう！

（パネリストの一人でありながら、自分自身も

半分その気持ちで…！）私も北秋田市民として、

高橋さんが北

秋田市ふるさ

と大使に任命

されるのを見

て誇りに思い

ました。

　この間、市

役所本庁舎の

玄関にあるキティちゃんのかわいいフォトス

ポットで家族揃って写真撮影をしてきました。

数年前に空港で豪風関と偶然に会ったときの写

真と、今回撮れた高橋さんとの２ショットも含

めて、３人の北秋田市ふるさと大使との撮影を

制覇しました。

「北秋田市産業祭」

タウンミーティングタウンミーティングタウンミーティングタウンミーティング市長と語ろう！市長と語ろう！

　 総合政策課政策係 ☎62‐6606問

【日時】　12月26日（水）13時
【場所】　市民ふれあいプラザ
　　　　２階　大研修室

実施日程実施日程

　市民の皆さんが普段の生活で感じていることを、市長と直接語り合う「市長と語ろう！タウンミーティ
ング」（第２回）を開催します。今回は「高校生と語る北秋田市について」をテーマとし、市内出身の高
校生10人と市長によるトークセッションを行います。
　トークセッションのコーディネーター
には、トラ男こと武田昌大さん（北秋田
市出身）をお迎えし、高校生の皆さんが
考えている率直な意見・提言を市長とと
もに大いに語り合いたいと思います。
　ぜひ、市民の皆さまにもご来場いただ
き、次世代を担う高校生が描く未来の北
秋田市への思いを聞き、ともに語り合う
機会にしたいと考えています。
　事前の申し込みは不要ですので、たく
さんの皆さまのご参加をお願いします。

武田昌大さん
（トラ男プロデューサー）

秋の叙勲秋の叙勲

平成30年11月３日に発令された、平成30年秋の叙勲の市内受章者を紹介します。
※年齢は発令時点

平成30年

～長年の功績をたたえて～長年の功績をたたえて

瑞
宝
単
光
章

（七日市・73歳）
－消防功労－

山城 克夫さん
やましろ かつお
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り
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防
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平
成
12
年
に
発
生
し
た
建
物
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災
で
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水
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メ
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ト
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火
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。

ま
た
、
こ
の
火
災
を
教
訓
に
、
集
落
へ
の
防
火

水
槽
の
必
要
性
を
市
に
訴
え
、
防
火
水
槽
を
新

設
し
た
ほ
か
、
老
朽
化
が
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し
い
車
両
の
更
新
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強
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要
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し
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な
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設
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の
整

備
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に
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に
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献
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
の
お
か
げ
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
団

員
や
署
員
に
も
恵
ま
れ
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

る
」
な
ど
と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。


